
▲公園の遊具を
　リニューアルしています！
　現在、公園の遊具を安全で親しみのあ
る複合遊具に計画的に更新しています。
　今年度は、熊谷さくら運動公園の複合
遊具をリニューアルします。

●熊谷市役所（本庁舎）　　　　〒360-8601　宮町 2-47-1　TEL 048-524-1111
●大里庁舎・大里行政センター　〒360-0195　中曽根654-1　TEL 0493-39-0311
●妻沼庁舎・妻沼行政センター　〒360-0292　弥藤吾2450　TEL 048-588-1321
●江南庁舎・江南行政センター　〒360-0192　江南中央1-1　TEL 048-536-1521

熊谷市役所 検索熊谷市ホームページ http://www.city.kumagaya.lg.jp/

※市が行う催しについて、

手話通訳が必要な方は、

各担当課にお問い合わ

せください。

【特集】
令和2年度　予算の概要 P2
熊谷市教育振興基本計画
「くまがやラグビー・オリパラプロジェクト」で
「学力日本一」を目指します！　　　　　　　　　　　　　　Ｐ28
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令
和
2
年
度 

予
算
の
概
要

　

令
和
2
年
度
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
6
4
0
億
円
で
、
対
前
年
度

比
3.

7
6
パ
ー
セ
ン
ト
、
額
に
し
て
25
億
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
主
に
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
™
関
連
事
業
の

終
了
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
直
面
す
る
諸
課
題
へ
の
対
応
や
、
市
民
皆

様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
様
々
な
ご
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
更
な
る
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
向
け
、
積
極
的
な
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
財
政
課
TEL

内
線
2
4
1

　

令
和
2
年
度
は
、
第
2
次
総

合
振
興
計
画
や
、
第
2
期
総
合

戦
略
に
掲
げ
る
目
標
を
柱
に
、

私
の
政
策
提
言
の
確
実
な
実
現

の
た
め
に
必
要
な
施
策
に
対
し

重
点
配
分
す
る
予
算
編
成
と
い

た
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
第
2
期
総
合
戦
略
は
、

令
和
2
年
度
が
計
画
の
初
年
度

で
あ
り
、
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
に
対
す
る
支
援
、
転
入
・
定

住
の
促
進
、
就
業
機
会
を
増
や

す
た
め
の
施
策
を
始
め
、
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
く

事
業
の
ほ
か
、
地
域
経
済
活
性

化
の
た
め
の
事
業
、
防
災
・
安
全
、

健
康
・
福
祉
、
環
境
、
教
育
な
ど
、

市
民
生
活
に
直
結
す
る
事
業
に

つ
い
て
も
積
極
的
に
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
中
学
校
の
校
舎

の
大
規
模
改
修
や
ト
イ
レ
の
洋

式
化
も
引
き
続
き
計
画
的
に
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
徹
底
し
た
行
財
政

改
革
を
推
進
し
、
健
全
財
政
を

堅
持
し
つ
つ
一
層
の
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
の
た
め
、
全
力
で
市

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

熊谷市長

富岡 清

令和 2 年度の注目事業（数字は予算額）

「総合戦略」

総合子育て支援施設整備基本計画策定事業（1,900 万円）
　子育て世代への総合的な支援の充実と、妊娠期から
子育て期にわたる切れ目ない支援のため、保育所、児童
館、母子保健センター等の複合機能を有する「総合子
育て支援施設」の整備に向け基本計画を策定します。

学校給食費第三子以降無償化事業（1,025 万円）
　多子世帯の経済的な負担を軽減す
るため、小中学校や県立特別支援学校
に通う第三子以降の児童生徒の学校給
食費を 10 月から無償化します。

スマートシティ推進事業（905 万円）
　「多核連携型コンパクト＆ネットワークシティ」の形
成に向け、行政・民間企業・大学等が連携し先進的技術、
それぞれが保有するデータなどを活用して地域課題の
解決を図り、持続可能な都市を目指す「スマートシティ」
を推進します。

防災対策

防災のまちづくり事業（1億 6,358 万円）
　災害への対策強化を図るため、災害用資機材や備蓄
品の拡充強化、自主防災
組織の育成支援、防災
ハザードマップの改訂等
を行います。

教育環境の向上
小学校・中学校校舎大規模改造事業

（小学校5億4,820万円、中学校4億5,100万円）
　児童生徒の教育環境の向上を図るため、老朽化した
校舎の外壁改修、屋上防水工事等を計画的に実施しま
す。本年度は、熊谷西小学校、籠原小学校、熊谷東中
学校および三尻中学校において工事を実施します。

小学校・中学校トイレ整備事業
（小学校4億8,400万円、中学校3億2,970万円）
　トイレの洋式化等の改修工事を計画的に実施しま
す。本年度は、玉井小学校、妻沼小学校、江南南小学
校、吉岡中学校および妻沼西中学校において工事を実
施します。　

効率的でわかりやすい行政の推進

総合交通体系整備促進事業（1億 2,655 万円）
　市内のバス輸送交通の利便性向上のため、新たに
ゆうゆうバス「くまぴあ号」を運行します。また、70
歳以上の運転免
許証返納者に対
し、路線バス定
期券の購入費用
の一部を補助し
ます。

写真はイメージです。
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一般会計　歳入・歳出の内訳令和2年度 当初予算額

一般会計 640 億円

特別会計 233 億 6,800 万円

国民健康
保険 190 億 7,596 万円

公共用地
先行取得 503 万円

駐車場
事業 1,902 万円

土地区画
整理事業 14 億 4,605 万円

農業集落
排水事業 　   3 億 9,575 万円

後期高齢
者医療 24 億 2,619 万円

水道事業 81億 5,600 万円

下水道事業 61億 9,200 万円

合計 1,017 億 1,600 万円

 

市税
291 億 2,289万円

（45.5％）

市税
291 億 2,289万円

（45.5％）

民生費
285億 1,574万円

（44.6％）

民生費
285億 1,574万円

（44.6％）

土木費
71 億 7,589万円

（11.2％）

土木費
71 億 7,589万円

（11.2％）

総務費
59億 4,712万円

（9.3％）

総務費
59億 4,712万円

（9.3％）

教育費
56 億 2,009万円

（8.8％）

教育費
56 億 2,009万円

（8.8％）

衛生費
52 億 4,943万円

（8.2％）

衛生費
52 億 4,943万円

（8.2％）

公債費
43億 2,796万円

（6.8％）

公債費
43億 2,796万円

（6.8％）

農林水産業費
11 億 4,933万円

（1.8％） 

その他
9億 4,686万円

（1.4％） 
消防費
29億 463万円

（4.5％） 

商工費
21億 6,295万円

（3.4％） 

国庫支出金
104億 7,497万円

（16.4％）

国庫支出金
104億 7,497万円

（16.4％）

諸収入
27 億 5,198万円

（4.3％）  

諸収入
27 億 5,198万円

（4.3％）  

繰入金
19 億 7,469万円

（3.1％）  

分担金および負担金
3 億 4,280万円（0.5％）

使用料および手数料
8 億 1,335万円（1.2％） 

地方譲与税
5 億 6,630万円（0.9％） 

その他
8 億 2,337万円

（1.3％） 

歳入
640億円

歳出
640億円

市債
25億 4,270 万円

（4.0％）

市債
25億 4,270 万円

（4.0％）

県支出金
48 億 8,695万円

（7.6％）

県支出金
48 億 8,695万円

（7.6％）

地方消費税交付金
45億 円

（7.0％）

地方消費税交付金
45億 円

（7.0％）

地方交付税
42 億円

（6.6％）

地方交付税
42 億円

（6.6％）

繰越金
10 億円

（1.6％）  

令
和
2
年
度　

主
な
事
業
（
数
字
は
予
算
額
）　

注
目
事
業
以
外
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

❶
総
合
戦
略

企
業
誘
致
推
進
事
業

（
5
億
6
2
9
0
万
円
）

　

就
労
機
会
の
拡
大
や
産
業
の
振

興
、
自
主
財
源
の
確
保
の
た
め
、

市
外
か
ら
の
企
業
誘
致
や
市
内
企

業
の
事
業
拡
大
の
支
援
と
し
て
奨

励
金
を
交
付
し
ま
す
。

三
世
代
ふ
れ
あ
い
家
族

住
宅
取
得
等
応
援
事
業

（
5
0
0
2
万
円
）

　

親
世
帯
と
子
世
帯
が
お
互
い
支

え
合
う
た
め
に
市
内
で
同
居
ま
た

は
近
居
し
、
住
宅
の
新
築
、
購
入

ま
た
は
増
改
築
を
し
た
場
合
に
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

ス
ク
マ
ム
！
ク
マ
ガ
ヤ
推
進

事
業（
1
5
3
8
万
円
）

　
「
ス
ク
マ
ム
！
ク
マ
ガ
ヤ
」の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
下
、官
民
一
体
と
な
っ

て
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
た
取
組
を
展

開
し
、
ラ
グ
ビ
ー
タ
ウ
ン
と
し
て

の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業

（
4
0
7
万
円
）

　

ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
の
融
合
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推

進
す
る
た
め
、
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
立
し
ま
す
。
大

規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
等

を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交

流
人
口
の
拡
大
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

奨
学
金
利
子
支
援
事
業

（
1
9
6
万
円
）

　

大
学
等
卒
業
後
、
就
労
し
な

が
ら
奨
学
金
を
返
済
す
る
市
内

在
住
者
に
対
し
、
利
子
相
当
額
を

補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
年
層

の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
定

住
・
転
入
を
促
進
し
ま
す
。

　スポーツイベントの主催者、
来訪者、それぞれのニーズに対
して柔軟に対応するワンストッ
プ窓口となり、スポーツイベン
トの積極的誘致と開催支援を通
じて、交流人口・関係人口の拡
大を図り、スポーツ団体や観光
関連団体とも密接に連携し、地
域のスポーツ振興と地域経済の
活性化につなげることを目的と
して活動する組織です。

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
？

  Pick
        up

千代にある物流センター

3 令和2年（2020）4月市報くまがや



❷ 
暑
さ
対
策

Ｐ
Ｒ
車
両
整
備
事
業

（
3
1
6
万
円
）

　

暑
さ
対
策
を
Ｐ
Ｒ
す
る
デ
ザ
イ

ン
の
公
用
車
を
導
入
し
ま
す
。
テ

ン
ト
や
熱
中
症
対
策
キ
ッ
ト
を
常

時
積
載
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に

お
け
る
移
動
休
息
所
と
し
て
活
用

し
ま
す
。

熱
中
症
に
備
え
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

発
行
事
業（
2
5
0
万
円
）

　

市
民
全
員
が
熱
中
症
に
対
す

る
知
識
を
持
ち
、
熱
中
症
に
な
ら

な
い
た
め
の
事
前
の
備
え
が
で
き

る
よ
う
、
熱
中
症
の
知
識
、
予
防

法
、
応
急
処
置
等
を
分
か
り
や
す

く
記
載
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作

成
し
配
布
し
ま
す
。

外
付
け
日
よ
け
ア
シ
ス
ト
事
業

（
2
0
0
万
円
）

　

室
内
に
お
け
る
熱
中
症
の
発
生

を
防
止
す
る
た
め
、
夏
の
室
温
上

昇
の
抑
制
に
効
果
の
高
い
外
付
け

の
サ
ン
シ
ェ
ー
ド
や
ブ
ラ
イ
ン
ド

を
住
居
に
設
置
し
た
方
へ
設
置
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

遊
具
で
遊
べ
る
ん
る
ん
事
業

（
52
万
円
）

　

夏
場
に
公
園
で
遊
ぶ
子
ど
も
の

安
全
性
向
上
の
た
め
、
公
園
の
遊

具
に
熱
交
換
塗
料
を
塗
り
、
遊
具

の
高
温
化
を
抑
制
す
る
こ
と
で
、

や
け
ど
の
リ
ス
ク
を
低
減
し
ま

す
。
本
年
度
は
、
新
堀
第
4
公
園

で
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。

❸ 

市
民
協
働「
熊
谷
の
力
」事
業

く
ま
っ
し
ぇ
育
自
サ
イ
ト
開
設

事
業（
1
4
0
万
円
）

　

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
相
談
や

地
域
の
子
育
て
関
連
情
報
を
掲
載

す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
開
設
し
、

親
自
身
が
育
ち
な
が
ら
楽
し
ん
で

子
育
て
で
き
る
環
境
を
整
え
る
と

と
も
に
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

身
体
障
害
児
の
生
活
調
査
等

事
業（
42
万
円
）

　

身
体
障
害
児
の
成
長
に
伴
う

ケ
ア
の
実
態
や
課
題
に
関
す
る
調

査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
や

関
係
機
関
と
連
携
し
、
課
題
を
共

有
す
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

都
市
公
園
複
合
遊
具
更
新
事
業

（
2
7
0
0
万
円
）

　

安
全
で
親
し
み
の
あ
る
公
園
利

用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
計
画
的

に
複
合
遊
具
を
更
新
し
ま
す
。
本

年
度
は
、
熊
谷
さ
く
ら
運
動
公
園

の
複
合
遊
具
を
更
新
し
ま
す
。

Ｆ
Ｍ
ク
マ
ガ
ヤ
防
災
活
用
事
業

（
2
7
2
万
円
）

　

市
の
防
災
・
防
犯
情
報
を
放

送
す
る
地
域
Ｆ
Ｍ
局「
Ｆ
Ｍ
ク

マ
ガ
ヤ
」
の
難
聴
地
域
解
消
の

た
め
、
放
送
用
ア
ン
テ
ナ
お
よ

び
送
信
シ
ス
テ
ム
を
市
役
所
本

庁
舎
屋
上
に
設
置
す
る
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
の
情
報
提
供
手
段
と
し

て
、
各
避
難
所
に
ラ
ジ
オ
を
配

備
し
ま
す
。

❹ 

防
災
・
安
全
対
策

安
全
な
ま
ち
推
進
事
業

（
8
5
3
5
万
円
）

　

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
市
内
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
20
基
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

自
治
会
に
よ
る
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
要
し

た
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

空
き
家
等
対
策
事
業

（
1
5
6
9
万
円
）

　

地
域
の
防
犯
や
居
住
環
境
の
整

備
・
改
善
を
図
る
た
め
、
特
定
空

家
等
に
対
す
る
代
執
行
等
の
措
置

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
所
有
者
等

に
対
し
、
空
き
家
の
除
却
に
要
す

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

❺ 

環
境
対
策

太
陽
光
発
電
等
普
及
推
進
事
業

（
2
8
2
3
万
円
）

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
、
市

内
の
住
宅
等
に
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
、
地
中
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
、

家
庭
用
蓄
電
池
、
家
庭
用
燃
料
電

池
シ
ス
テ
ム
等
を
設
置
す
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

被
害
拡
大
防
止
事
業

（
1
0
0
万
円
）

　

特
定
外
来
生
物
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ

カ
ミ
キ
リ
が
、
桜
や
桃
等
の
樹
木

に
寄
生
し
、
衰
弱
さ
せ
、
枯
死
さ

せ
る
被
害
の
拡
大
防
止
を
図
る
た

め
、
被
害
を
受
け
た
樹
木
を
伐
採

す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　特定外来生物で、幼虫は春から秋
にかけて生木の内部を摂食し、2～
3年かけて成長します。
　加害された樹木は樹勢を弱めた
り、枯死したりします。市内では、
桜や桃等の樹木に被害が確認されて
います。
※「クビアカツヤカミキリ被害拡大
防止補助金」制度の対象、補助金
額など詳しくは、6ページをご覧
ください。

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
と
は
？

Pick
        up

代執行による特定空家の解体

新堀第 4 公園の遊具

写真提供：埼玉県環境科学国際センター
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ま
す
。
ま
た
、「
農
地
バ
ン
ク
」を

通
じ
、
復
元
し
た
農
地
を
意
欲
あ

る
担
い
手
農
家
へ
の
貸
付
け
に
結

び
付
け
ま
す
。

Ｎネ

ク

ス

ト

Ｅ
Ｘ
Ｔ
商
店
街
く
ま
が
や

事
業（
6
3
9
万
円
）

　

中
心
市
街
地
の
商
店
街
の
活
性

化
お
よ
び
に
ぎ
わ
い
の
創
出
の
た

め
、
空
き
店
舗
の
活
用
や
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
支
援
を
行
い
ま
す
。

❾ 

ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
・
交
流

熊
谷
運
動
公
園
管
理
運
営
経
費

（
う
ち
1
億
9
0
0
0
万
円
）

　

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
Ｃ
コ
ー

ト
の
人
工
芝
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
配
慮
し
た
ト
イ
レ
へ
の
建
て
替

え
お
よ
び
屋
内
プ
ー
ル
の
中
央
監

視
盤
装
置
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

❼ 

教
育
・
文
化

小
中
学
校
学
力
向
上
補
助
員
の

配
置（
8
6
3
2
万
円
）

　

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
対
す

る
き
め
細
か
な
指
導
を
通
し
て
学

力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
全
小
中

学
校
に
配
置
し
て
い
る
学
力
向
上

補
助
員
を
増
員
し
ま
す
。

小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業

（
4
3
7
6
万
円
）

　

児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の

育
成
と
教
職
員
の
指
導
力
向
上
・

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
小
学

4
・
5
年
生
と
中
学
校
全
学
年
の

普
通
教
室
等
に
電
子
黒
板
や
実
物

投
影
機
等
を
導
入
し
ま
す
。

機
等
を
導
入
し
ま
す
。
ま
す
。

❽ 

商
工
業
・
農
業
振
興

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
補
助
事
業

（
2
2
0
0
万
円
）

　

市
内
の
住
宅
環
境
の
向
上
と

地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
、
市

内
の
施
工
業
者
が
行
う
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
の
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
事
業

（
6
4
0
万
円
）

　

年
々
増
加
し
て
い
る
荒
廃
農
地

の
解
消
へ
向
け
、
農
地
所
有
者
や

Ｊ
Ａ
く
ま
が
や
に
よ
る
除
草
作
業

に
掛
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し

❻ 
道
路
対
策
、
交
通
対
策

籠
原
駅
南
口
線
道
路
改
良
事
業

（
2
億
2
9
3
万
円
）

　

籠
原
駅
南
口
か
ら
県
道
深
谷

東
松
山
線
ま
で
の
未
整
備
区
間
約

8
2
0
メ
ー
ト
ル
を
令
和
5
年

度
に
か
け
て
整
備
し
ま
す
。

東
武
熊
谷
線
跡
地
道
路
改
良
事
業

（
1
億
4
6
0
0
万
円
）

　

大
幡
中
学
校
北

側
道
路
か
ら
県
道

太
田
熊
谷
線
ま
で

の
未
整
備
区
間
約

2
6
4
0
メ
ー
ト

ル
を
整
備
し
ま
す
。

本
年
度
は
代
地
内

ま
で
の
約
1
3
0
0
メ
ー
ト
ル

の
道
路
整
備
を
行
い
ま
す
。

市
役
所
通
線
道
路
改
良
事
業

（
9
9
0
万
円
）

　

交
通
渋
滞
の
解
消
お
よ
び
安
全

対
策
の
た
め
、
市
役
所
通
線
と
国

道
17
号
と
の
交
差
点
北
側
の
右
折

レ
ー
ン
の
拡
幅
工
事
を
行
い
ま
す
。

生
活
道
路
お
よ
び
排
水
路
の

整
備
の
推
進

（
9
億
7
0
4
6
万
円
）

　

生
活
道
路
の
側
溝
整
備
や
舗

装
新
設
、
補
修
お
よ
び
排
水
路

の
整
備
、
修
繕
等
、
地
域
か
ら

要
望
の
多
い
生
活
環
境
改
善
を

引
き
続
き
進
め
ま
す
。

内
業
務
に
加
え
、
令
和
3
年
1
月

か
ら
証
明
書
発
行
の
窓
口
業
務
を

委
託
化
し
ま
す
。

庁
舎
Ｗワ

イｉ-

Ｆフ
ァ
イｉ
環
境
整
備

事
業（
5
3
9
万
円
）

　

市
役
所
本
庁
舎
お
よ
び
各
行
政

セ
ン
タ
ー
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
窓
口
に

お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
市
議
会

議
事
運
営
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
活
用
促
進
を
図
る
ほ
か
、

災
害
発
生
時
に
一
部
を
開
放
し
、

市
民
の
災
害
情
報
等
の
収
集
に
利

用
し
ま
す
。

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業

（
2
6
2
9
万
円
）

　

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
聖
火
リ
レ
ー
や
聖
火
到
着
の

セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

の
開
催
に
よ
り
、
更
な
る
気
運
の

醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の

魅
力
を
広
く
発
信
し
ま
す
。

10 

効
率
的
で
わ
か
り
や
す
い

　
行
政
の
推
進

市
民
課
総
合
窓
口
の
業
務
委
託
化

（
3
1
5
0
万
円
）

　

市
民
課
総
合
窓
口
に
お
け
る
案

　市街地にある商店街の活性化およびにぎわい
の創出のため、中心市街地の空き家の活用強化、
創業推進を目指した「空き家バンク」の管理運
営、「星川夜市」や「くまままーけっと」等のイ
ベントを運営する実行委員会の活動を支援しま
す。また、星川沿道周辺における休憩スペース
とトイレの設置検討を行い、中心市街地のにぎ
わいの復活を目指します。

N
E
X
T
商
店
街
く
ま
が
や
事
業
と
は
？

Pick
        up

熊谷さくら運動公園テニスコート（C コート）

星川夜市
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クビアカツヤカミキリ被害拡大防止補助金を開始します

産前産後期間の国民年金保険料が免除されます

市民協働「熊谷の力」事業を実施します　　

●妻沼庁舎・妻沼行政センター　〒 360-0292　弥藤吾 2450　 TEL 048-588-1321　　
●江南庁舎・江南行政センター　〒 360-0192　江南中央 1-1　TEL 048-536-1521 市政ワイド

　市内で桜や桃等の樹木を中心に、特定外来生物クビアカツヤカミキリの被害が拡大しています。被害拡大防止のため
に最も有効な手法は、幼虫が潜んでいる樹木を伐採することです。
　そこで被害木を伐採する個人または事業者を対象に、伐採費用の一部を補助します。

対象　「国民年金第1号被保険者」で出産日が平成31年
2月以降の方
免除期間（平成 31年 4 月から）　出産予定日または出産
日が属する月の前月から4か月間（以下「産前産後期間」と
いいます）の国民年金保険料が免除されます。
　なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日または出産日が
属する月の3か月前から6か月間の国民年金保険料が免
除されます。
※出産とは、妊娠85日（4か月）以上の出産をいいます。（死
産、流産、早産された方を含みます）

届出時期　出産予定日の6か月前から届出できますので、
速やかに届け出てください。
※出産後でも届出ができます。

産前産後期間の取扱い　産前産後期間として認められた
期間は保険料を納付したものとして老齢基礎年金の受給
額に反映されます。
届出に必要なもの
①母子健康手帳等（出産予定日・出産日が分かるもの）
②年金手帳またはマイナンバーを確認できる書類
③本人確認書類（運転免許証など）
④認め印（本人が署名する場合は不要）
※別世帯の代理人申請の場合は、委任状と代理人の本人
確認書類
◆保険年金課　TEL内線277
◆各行政センター市民担当係

※申請は受付順に審査します。受付期間中でも予算額に達した場合は、
受付を終了します。
※クビアカツヤカミキリは特定外来生物です。生きたまま運搬すること
は法律で禁止されています。伐採に当たっては殺処分の上、飛散防止
策を講じてください。
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

対象
市内に植生している被害木を所有

し、伐採した個人または事業者

補助金額
伐採に要した費用の 1 ／ 2

（100 円未満切捨て）

補助金上限 5 万円
◆環境政策課（江南庁舎）　TEL 048-536-1547

　令和２年度　市民協働「熊谷の力」事業は、下表の2事業を実施します。　　　◆市民活動推進課　TEL内線330
事業名 実施団体 市側のパートナー

くまっしぇ育自サイト開設事業 熊谷市地域子育て支援拠点連絡会くまっしぇ こども課
身体障害児の生活調査等事業 特定非営利活動法人 NPO にじいろ 障害福祉課

「はじめの一歩助成金」申請団体を募集します
　公益性のある活動を行うNPO・ボランティア団体等の
活性化を図るため「はじめの一歩助成金」を交付します。主
にこれから活動を始める団体を支援する「スタート助成金」
と、既に活動を行っている団体が、活動を更に活発にす
るための経費に対する「チャレンジ助成金」があります。
スタート助成金
1団体当たり10 万円を上限に助成対象経費の 3/4
　新たに市民活動団体として公益活動を開始する団体、
または特定非営利活動法人（NPO法人）の認証を目指して
いる団体等を対象に、団体が活動や事業を開始できるよ
う立ち上げ期に係る費用に対して支援します。
チャレンジ助成金
1団体当たり 30 万円を上限に助成対象経費の 3/4
　現在市民活動を行っている団体を対象に、公益活動を
拡大、または新たな事業を始める場合など、拡充等に係

る費用に対して支援します。
受付期間　4月1日（水）～23日（木）（土・日曜日、祝日を
除く8:30～17:15）
※重複して応募することはできません。
助成対象期間　6月1日（月）～令和3年3月31日（水）
の期間で行われる事業
助成金の交付　概算交付もできます。
配布・受付場所　市民活動推進課（本庁舎4階）
助成金の手引・申請書　4月1日（水）から配布（土・日曜日、
祝日を除く）
※市ホームページからも入手できます。
※申請には事業計画書、団体概要書等が必要です。詳し
くは、助成金の手引をご覧ください。

◆市民活動推進課　TEL内線475
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軽度生活援助事業
　申請により日常生活上の援助を必要とする方に対し、
居宅で自立した生活ができるように簡易な生活援助サー
ビスを行っています。
対象　65歳以上の一人暮らしまたは高齢者のみの世帯の方
※介護保険のヘルパー利用が可能な方はご利用できません。
利用時間　平日の8:30～17:00
利用限度　1年度中に30時間まで（月4時間が上限）
サービス内容　
○屋内の掃除または整理・整頓の支援
○食材、生活必需品等の買物の支援
○外出・散歩等の付添いの支援　ほか　
利用者負担　１時間当たり300円
◆長寿いきがい課　TEL内線280　
◆各行政センター福祉担当係
◆（公社）熊谷市シルバー人材センター　TEL 048-536-8081
配食サービス
　申請により昼食を自宅まで配達し、日常の安否確認と栄
養のバランスのとれた食事をすることで、生活の質の向上
を目指します。
対象　65歳以上の一人暮らしまたは高齢者のみの世帯の
方で、必ず手渡しでお弁当を受け取れる方
提供日　週4日以内（日曜日および12月31日～1月3日を除く）
利用料　1食400円

申込み　印鑑を持参し、申請書を
下記へ提出。
◆長寿いきがい課　TEL内線280　
◆各行政センター福祉担当係

熊谷さくら運動公園屋内プール｢アクアピア｣・
健康スポーツセンター無料利用券

　65歳以上の方に各施設無料券を交付します。
交付枚数　一人当たり年度内各施設2枚まで
申込み　本人確認書類を持参し、
申請書を下記へ提出。
◆長寿いきがい課　TEL内線280　
◆各行政センター福祉担当係
◆熊谷さくら運動公園屋内プール　TEL 048-533-9100
◆健康スポーツセンター　TEL 0493-39-5511

健康入浴券（見晴湯・桜湯）
　満65歳以上77歳未満の方に100円で利用できる券、
4月1日現在で77歳以上の方に無料券を交付します。
交付枚数　自宅にお風呂がない方は月当たり4枚、自宅に
お風呂がある方は月当たり1枚
申込み　本人確認書類を持参し、申請書を下記へ提出。
◆長寿いきがい課　TEL内線280　
◆各行政センター福祉担当係

市政ワイド

高齢者の方のためのサービスをご案内します

●熊谷市役所（本庁舎）　　　　〒 360-8601　宮町 2-47-1　　TEL 048-524-1111　　
●大里庁舎・大里行政センター　〒 360-0195　中曽根 654-1　TEL 0493-39-0311

第1回 第2回
対象 玉井小学校区 吉岡小学校区

とき 5月16日（土）
9:30～11:30

5月16日（土）
14:00～16:00

ところ 玉井公民館 吉岡公民館

テーマ（1） 安全・安心に暮らせるまち 安全・安心に暮らせるまち

テーマ（2） 市政全般について 市政全般について

　市長が市内各所に伺い、市民の皆さんの
ご意見やアイデアなどをいただき、今後の
市政に反映させるための懇談会です。皆さ
んのご参加をお待ちしています。

対象 　主に、その小学校区に在住・
在勤・在学の方、または学区内保育所、
幼稚園、児童館等利用者の保護者の方
定員 　各回40人程度
託児 　2歳以上の幼児をお預かりできま
すので、申込みの際にお申し付けください。
手話通訳 　申込みの際にお申し付けください。
申込み 　電話または FAX、市ホーム
ページの「市長の部屋」から申し込むこ
とができます。住所・氏名・電話番号
を明記し、開催1週間前までに下記へ。
◆政策調査課　TEL内線368
FAX 048-525-9222

あなたと市長のハートフル・ミーティング市長と語ろう！

第71回熊谷花火大会 有料観覧席販売
花火大会開催日　6月 6日（土）　販売開始　4月 24日（金）
観覧席種類　マス席24,000円（4人分）、テーブル席18,000円（4人分）、
イス席3,000円（1人分）、ブルーシート自由席7,000円（4人分）
販売方法　インターネット販売またはプレイガイド販売（店頭端末を含む）
※詳しくは、観光協会ホームページをご確認ください。
◆ JTB 熊谷支店　TEL 048-523-5514　◆（一社）熊谷市観光協会　TEL 048-594-6677

マス席

※写真はイメージです

テーブル席

※掲載内容について、詳しくは市ホームページまたは◆の問合せ先まで。

新型コロナウイルス感染拡大防止に伴うイベント等の中止・延期にご注意を
　新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、市報の「市政ワイド」、「くらしの情報」、「みんなの健康」、「文化施設」ページに掲載
の催しや講習など中止・延期する場合があります。詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、◆の問合せ先までお問い合わせください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※写真はイメージです
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●妻沼庁舎・妻沼行政センター　〒 360-0292　弥藤吾 2450　 TEL 048-588-1321　　
●江南庁舎・江南行政センター　〒 360-0192　江南中央 1-1　TEL 048-536-1521 市政ワイド

合併処理浄化槽の補助金制度

家庭用生ごみ処理容器等購入費補助制度

①家庭用の単独処理浄化槽やくみ取り便槽を合併処理浄化槽に入れ替える方
対象区域　下水道事業計画区域と農業集落排水事業計
画区域を除く市内全域

人槽区分 浄化槽設置費
補助限度額

単独処理浄化槽または
くみ取り便槽の処分費

補助限度額

配管工事費
補助限度額

5人槽 352,000 円
60,000 円 150,000 円6～7人槽 434,000 円

8～10人槽 568,000 円

※転換促進地域（ムサシトミヨが生息している区域周辺）で
　は、補助金額を上乗せする制度があります。

②合併処理浄化槽を適正に維持管理している方
対象区域　下水道供用開始区域と農業集落排水処理開
始区域を除く市内全域
補助対象期間および補助回数　10年間最大10回
補助金額

人槽区分 補助額 人槽区分 補助額
5 人槽 15,000 円   8 人槽 18,000 円
6 人槽 16,000 円   9 人槽 19,000 円
7 人槽 17,000 円 10 人槽 20,000 円

令和 2 年 4 月 1 日以降の購入
対象 補助金額（※） 補助金額上限

生ごみ処理容器
（１世帯 2 基まで）

購入価格の 2 分の 1
（消費税等除く・100円未満切捨て）

5,000 円
（１基当たり）

電気式処理機
（１世帯１基まで）

購入価格の 2 分の 1
（消費税等除く・100円未満切捨て）

30,000 円

※令和2年3月31日までの購入における補助金額は、
購入価格（消費税等除く・100円未満切捨て）となり
ます。なお、補助金額上限に変更はありません。

交付要件　市税の滞納がないこと。
※申請は受付順に審査します。受付期間中でも予算額に達
した場合は受付を終了します。

※申請者が購入したことを証明する書類（領収書等）を添
　付し、下記に申請してください。
※申請期限は購入した月から起算して11か月後の末日まで
　です。
◆環境推進課（江南庁舎）　TEL 048-536-1549
◆妻沼行政センター地域振興係

◆環境推進課（江南庁舎）　TEL 048-536-1570　
◆妻沼行政センター地域振興係

住宅用再生可能エネルギー設備等の設置費補助制度

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
設
置
費
補
助
金

補助対象設備 対象機種および補助金額
※いずれの補助金も、「まち元気」熊谷市商品券での交付となります。 対象

住宅用太陽光発電
システム

電力会社との間で電力受給契約を結び、余剰電力の買取契約を締結していること。
・１kW 当たり 2 万円を太陽電池の最大出力に乗じて得た額で、10 万円を上限。

市内の住宅（新築含
む）に令和 2 年 4 月
1日以降に未使用の
対象システムを設
置した方で、市税等
の滞納のない方

住宅用太陽熱利用
システム

一般財団法人ベターリビングの優良住宅部品認定を受けたものであること。
・自然循環型 1 万円、強制循環型 3 万円

家庭用燃料電池
システム

国の家庭用燃料電池システム導入支援事業補助金の対象機種であること。
・対象経費の 5 パーセント、上限 5 万円

家庭用蓄電システム 国のネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（Ｚ
ゼ ッ チ

ＥＨ）支援事業の登録済製品であること。
・対象経費の 5 パーセント、上限 5 万円

住宅用エネルギー
マネジメントシステム

（H
ヘ ム ス

EMS）

E
エ コ ー ネ ッ ト

CHONET L
ライト

ite を標準インターフェイスとして搭載しているものであること。
・2 万円

地中熱利用システム
地中の熱を熱源とした地中熱利用システムで、エネルギー消費効率が 3.0 以上であること。
・対象経費の 5 パーセント、上限10 万円

電気自動車充給電設備
（Ｖ2Ｈ）設置費補助金

電気自動車等からの電力を当該申請に係る建築物の分電盤を通じて使用するために
必要な機能を有するものであること。
・対象経費の 5 パーセント、上限 5 万円

スマートハウス補助金

下記の①から④の機器を全て備え、⑤の認定を受けた新築住宅
①太陽光発電システム（2.5kW 以上）※全量買取契約を締結している場合は不可
②エネファームまたは家庭用蓄電システム、③住宅用エネルギーマネジメントシス
テム（HEMS）、④ LED 照明※居室の全て、⑤長期優良住宅の認定
・50 万円（うち 25 万円分は熊谷市商品券）
申請は、補助金の対象となる住宅の所有権保存登記日から１年以内に限ります。

市内に注文住宅を
新築し、または建売
住宅を購入し、自ら
居住する方で、市税
等の滞納のない方

補助金受付期間　令和3年3月31日（水）まで
※申請書の提出先は、環境政策課（江南庁舎）です。※郵送不可
※各補助金とも、設置後の申請となります。
※各補助金は交付申請書の受付順に審査し、予算の範囲内で交付
決定を行いますので、受付期間中でも予算額に達した場合は、
受付を終了します。

　各補助金制度の案内（パンフレット）および申請書等は、下記で
配布しているほか、市ホームページからもダウンロードできます。
交付要件や添付書類など詳しい内容は、案内で必ずご確認ください。
　また、太陽光発電システムを事務所等に設置する事業者に対して
も補助金を交付します。詳しくは、下記までお問い合わせください。
◆環境政策課（江南庁舎）　TEL 048-536-1547

　家庭から出る生ごみの減量とリサイクルを推進するため、「生ごみ処理機・容器」の購入に対し、補助金を交付しています。
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